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こかで引っ掛かっているかも知れないね」

「マスターの言う通りです、営業を通じてレク

チャーの実施をお願いしようと思ったのです

が、タイミングを逸してしまいました」

「それじゃ、今回は間に合わないから、せめて

躊躇の原因を掴むことだね」

「原因って？」

「おいおい、今私に“躊躇した”と言ったばか

りじゃないか」

「言いましたが・・・」

どうやら、意味が分かっていない。

「なぜ躊躇したのかね、あるいは、どうであっ

たら躊躇しなかったのかね」

と言われて考え込んでいる。しばらく放ってお

くことにしよう。

多くの場合、このような場面では相手のせいに

してそれ以上考えることをしない。もちろん、

相手が要件管理を心得ていて、事前のレビュー

の中で必要な要件が十分に盛り込まれ、その後

の変更も紳士的に行われれば、プロジェクトは

混乱せずに“成功裏”に終わる。だが、それは

必ずしもそのエンジニアのスキルによるものと

は言えない。当人は、自分のスキルと思ってい

るかも知れないが、自分のスキルが大きく寄与

したと言えるには、自分のペースで相手を動か

さなければならない。彼には、このことが分

かっていないようだ。

　　　　　　　＞＞ 　　 ……　　＜＜
どうやら、今の彼には難しすぎたようだ。

「コーヒー、お替わりしようか」と場の空気を

切り替えるために割り込んだ。

「すみません。ありがとうございます」

と、ホッとした表情を見せた。

「躊躇したということは、あなたの方で要件管

理のレクチャーを実施したとしても、あなた自

身に何か自信がないところがあったということ

だろう？」

「ベースラインで合意できたとしても、仕様の

変更は発生するでしょう。そのとき・・・」

「その時、要件管理では何をすることになって

いるのかな？」

「変更要件に対する評価を実施します」

「評価とは？」

「先ず、その変更の合理性や必要性を確認しま

す。それから、その変更にかかる工数見積りを

行います。他にも影響範囲などを調べます

が・・」

「だいたい、そんなもので良いでしょう。とこ

ろで、その中のどこに躊躇を感じたのかね」

「見積りですかね」と呟くように言った。

「変更依頼に対する見積りを、先方が受け入れ

てくれる自信がない、というところかね」

「恥ずかしいですが、そんなところです」

「先方の関係者に対して要件管理のレクチャー

を実施しても、発生する変更を評

価・検討の見積りで押さえる自信が

ないため、レクチャーの実施を強く

要求できなかったわけだ」

「そのために、今になって要件の変

ソフトウェアの開発組織は、要件の混乱がプロ

ジェクトの混乱に繋がっていることには気がつ

いている。だから、「要件管理」に取り組ん

で、要件の変更を制御しようとする。要件管理

に取り組めば、要件の変更が減ると思っている

ようだが、とんでもない考え違いである。実

際、それだけでは要件の混乱は減らない。

　　　　　　　＞＞ 　　 ……　　＜＜
「マスター、どうすれば要件の変更を押さえる

ことができるのでしょう」

「そうだね。その前に要求仕様書のベースライ

ン設定はできたのかね？」

「一応、依頼者との間で、合意のレベルに達し

たものは書けています」

「本当に合意した？」

「どういう意味でしょうか？」と怪訝な顔をし

ている。

「みんな“合意”はするさ。そうでないと作業

が進まないからね。でもそれでは本心から合意

したとは言えない。参加者は“Sign Off”でき

る状態かね？」

「そういわれると、自信もって“合意した”と

は言えなくなってしまうけど。それでも、それ

まで担当者間で７回のレビューを実施し、４７

０件余りを訂正してきました。これって、いま

まで無かったことです」

「４７０件と言われても、ベースの仕様件数が

何件なのか分からないけど、ある程度の物には

仕上がっているのかな。それなら第一関門は通

過したかも知れないね」

カウンターの前で、ホッとした表情でコーヒー

を啜っている。

　　　　　　　＞＞ 　　 ……　　＜＜
「そのような合意ができたからと言って、必ず

しも要件の変更をゼロにできるとは限らないこ

とは理解しているかな？」

「それも分かっているのですが、それでも変更

が繰り返されるのです」

「変更内容は、困難なものかね？」

「ばらばらです。もっと早く出してくれていれ

ば対応できたものも少なくありません」

「先方も、その案件は技術的には難しくない変

更だと分かっているのだね」

「そうだと思います」

「だとすれば、最初に“要件管理”の進め方に

ついて、合意できていたかね」

「担当者とは、合意できていたのですが」

「なるほど、その変更を出しているのは担当者

ではないのだね」

「そういうことです。企画や営業、それに上の

方からの要求です。そのため、こっちも断りき

れないのです」

「関係者と思われる全ての人を対象に、要求管

理についてのレクチャーやトレーニングが必要

だったのだが、そこまで踏み込めなかったよう

だね」

「はい。できればそのような人まで集めて、レ

クチャーしたかったのですが」

「遠慮があったかな。それに自信の問題も、ど
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更で振り回されています」

「でも、問題の核心は見えてきたよね」

「核心・・・ですか？」

「そう。どうしてあなたの見積りでは説得でき

ないの？　その変更を今実施すると、この範囲

で調整しなければならない、その機能自身を組

み込むのに、これくらいの工数が必要です、と

いうことを説明するだけだろう？」

「そうなんですが、それって先方に通るでしょ

うか？」

「逆に尋ねるけど、なぜ通らないのかね？　見

積りの精度が高いか、根拠があれば良いのだろ

う？」

　　　　　　　＞＞ 　　 ……　　＜＜
工数見積りの前提としてサイズ見積りが必要な

のだが、彼自身にそのことに気付かせるため

に、わざとぼかしてみた。

「やっぱり“根拠”ですよね」

「おいおい、あなたの見積りには根拠がないの

か？　たとえば、その変更に５日必要というの

はどうやって割り出すの？」

「変更要求を見て、だいたい５日ぐらいかとい

う感じです」

「う～ん、それじゃ説得できないだろうな。

“５日”には必要以上の余裕を含んでいるので

はないか、それまでの遅れを取り戻そうとして

いるのではと受け取られてしまうだろう」

「そうですよね」

「それじゃ聞くけどね、修正するための作業と

しては、どんな作業が考えられるかな？」

「例えば、設計書の関係個所を修正し、テスト

ケースを修正し、ソースコードを修正し・・」

と言ったところで、

「あッそうか。修正する成果物が分かれば、ど

れくらいの箇所を修正するか見えますね。修正

個所が予想できれば、工数も出てきますね」

「気がついたかね」

「変更依頼に対する見積りに、こうした成果物

とサイズの情報を付ければ良いのですね」

「基本的にはサイズの見積り技術が、途中での

要件変更に於いても有効なんだよ」

「それに、変更が発生する時期によって、影響

する成果物が違ってきますので、見積りも違っ

てくることが説明できますね」

「そういうことだね」

「要件管理に見積り技術が必要だなんて考えも

しませんでした」

　　　　　　　＞＞ 　　 ……　　＜＜
「もう一つ問題が残っているよ」

「えッ何でしょうか」

「その前に、あなた自身のサイズ見積りに対す

る信頼性の問題が残っている」

と言われて黙ってしまった。

「確かに、工数は前提としてサイズがあること

で分かりやすくなる。だが、そこで見積もった

“サイズ”に信用がなければ、根底から崩れて

しまう。他人の意見を受け入れるというのは、

基本的に信用が必要になる。あなたは、この信

用をどうやって身に付けるかね？」

しばらく沈黙した後、

「やっぱり、最初の見積りのところからサイズ

見積りを実施し、作業の中で見積りの技術を磨

くしかないように思います」　　　　　◆

要件管理をうまく運用するには、要求の仕様
化技術やレビュー技術、追跡技術などの他
に、サイズ見積りの技術も必要になる
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抜
い
て
い
る
と
い
う
。
高
齢
の
人
が
仕
事

を
失
っ
た
場
合
、
再
就
職
も
ほ
と
ん
ど
実

現
し
な
い
。
貯
金
が
底
を
つ
い
た
と
き
、

そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
を
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
い
っ
た
ん
住
所
を
失
え

ば
、
生
活
保
護
も
受
け
ら
れ
な
い
。
本
当

は
、
「
住
所
」
を
失
う
前
に
生
活
保
護
の

申
請
を
す
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
誰
か
ら
も

そ
の
よ
う
な
案
内
は
な
い
。
揚
げ
句
は
、

ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
る
か
（
生
き
る
た
め

に
）
犯
罪
を
犯
す
し
か
な
い
。
そ
の
後

は
、
刑
務
所
を
出
た
り
入
っ
た
り
の
繰
返

し
と
な
る
。
当
人
も
、
こ
ん
な
は
ず
で
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
一
部
の
天
下
り
官
僚
の
私
腹
を
肥
や
す

た
め
に
合
法
的
に
抜
き
取
っ
て
い
る
年
金

の
資
金
を
使
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

向
け
の
事
業
（
街
の
美
化
や
山
林
の
整
備

な
ど
）
を
起
す
こ
と
は
容
易
な
は
ず
。
年

間
で
一
人
六
〇
万
円
の
仕
事
を
作
る
と
す

れ
ば
、
一
〇
万
人
分
で
も
六
〇
〇
億
円
で

済
む
。
年
金
や
税
金
か
ら
合
法
的
に
抜
き

取
っ
て
い
る
額
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
の
数

倍
の
事
業
は
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

る
で
、
今
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
も

「
自
己
責
任
」
と
で
も
言
う
か
の
よ
う

に
、
政
治
は
彼
ら
（
嘗
て
の
納
税
者
）
に

対
し
て
振
り
向
き
も
し
な
い
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
年
金
も
、
払
い
込
み
の
年
数
が
規
定
に

足
り
な
け
れ
ば
貰
え
な
い
。
だ
っ
た
ら
、

こ
れ
ま
で
徴
収
し
た
額
は
、
利
息
を
付
け

て
返
す
べ
き
だ
ろ
う
。
取
る
だ
け
取
っ

て
、
年
数
が
足
り
な
い
か
ら
払
わ
な
い
と

い
う
。
民
間
の
保
険
会
社
だ
っ
た
ら
、
直

ぐ
に
で
も
詐
欺
で
訴
え
ら
れ
る
の
が
、
政

府
が
や
れ
ば
罪
で
は
な
く
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
列
車
へ
の
飛
び
込
み
事
故
が
、
日
本
中

　
年
金
の
財
政
が
破
綻
す
る
と

言
っ
て
、
保
険
料
の
引
上
げ
と
給

付
の
引
き
下
げ
を
セ
ッ
ト
に
し
た

法
案
が
国
会
を
通
過
し
た
。
多
数

を
押
さ
え
て
い
る
与
党
が
賛
成
し

て
い
る
以
上
、
法
案
の
成
立
は
止

め
ら
れ
な
い
。
今
回
の
法
案
だ
っ

て
、
将
来
の
支
給
に
は
何
の
保
証

も
な
い
。
団
塊
の
世
代
が
給
付
を

受
け
る
時
に
は
、
何
か
理
由
を
付

け
て
引
き
伸
ば
し
た
り
、
国
民
に

負
担
を
強
い
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ

の
匂
い
を
か
い
で
い
る
国
民
は
ま

す
ま
す
財
布
の
ヒ
モ
を
堅
く
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
？
　
・・
　
？

　
今
回
成
立
し
た
平
成
一
六
年
度

予
算
で
は
、
八
二
兆
円
の
歳
出
予

算
に
対
し
て
、
歳
入
は
、
税
収
が

四
一
・
七
兆
円
、
国
債
の
発
行
で
三
六
・

六
兆
円
補
い
、
そ
の
他
の
収
入
が
三
・
八

兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
（
注
１
）
つ
ま
り

公
債
に
対
す
る
依
存
率
が
な
ん
と
四
五
％

に
近
い
の
で
あ
る
。
“
景
気
が
良
く
な
れ

ば
返
せ
る
”
と
、
一
〇
年
前
か
ら
国
債
依

存
を
続
け
て
き
た
が
、
景
気
を
浮
揚
さ
せ

る
政
策
が
、
省
庁
に
よ
っ
て
ち
ぐ
は
ぐ
な

の
と
、
投
下
さ
れ
た
公
的
資
金
が
、
途
中

で
天
下
り
組
織
に
吸
い
取
ら
れ
て
、
末
端

に
届
い
た
こ
ろ
に
は
数
分
の
一
に
減
っ
て

し
ま
う
た
め
、
効
果
が
上
が
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
経
済
の
中
心
が
す
で
に
日
本
か
ら
移
動

し
て
い
る
中
で
は
、
景
気
の
浮
揚
も
一
時
的

な
も
の
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。
“
い
つ
か
返
せ

る
”
と
思
っ
て
、
そ
し
て
“
こ
こ
ま
で
来
た

ら
引
き
返
せ
な
い
”
と
い
う
論
法
に
よ
っ
て

公
債
依
存
の
体
制
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
。
そ

う
し
て
気
付
い
た
と
き
に
は
、
国
債
の
残
高

は
一
〇
〇
〇
兆
円
に
達
し
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
既
に
、
社
会
福
祉
は
後
手
に
回
っ
て
い

る
。
わ
ず
か
な
額
の
年
金
で
ぎ
り
ぎ
り
の
生

活
を
し
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。
年

金
か
ら
家
賃
を
払
っ
た
残
り
二
万
円
で
一
ヶ

月
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
光
熱
費
を

差
し
引
く
と
い
く
ら
も
残
ら
な
い
。
や
む
な

く
リ
サ
イ
ク
ル
の
店
で
、
二
〇
〇
円
と
か
三

〇
〇
円
の
衣
類
を
買
っ
て
帰
る
。
妻
が
話
し

を
聞
い
て
あ
げ
る
と
嬉
し
そ
う
に
話
す
と
い

う
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
こ
の
老
人
た
ち
は
社
会
の
中
で
居
場
所
が

な
い
。
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
生
き
て
い
る
。

毎
月
こ
う
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
繰
り
返

し
て
い
る
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
今
ま
で
一
所
懸
命
に
働

い
て
、
正
直
に
税
金
を
納
め
て
き
た
の

に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
惨
め
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
の
か
。
だ
が
そ
ん
な
声
は
ど
こ
に

も
届
か
な
い
し
、
誰
も
聞
こ
う
と
し
な
い
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
高
齢
に
な
っ
て
犯
罪
者
に
な
る
人
も
、
一

〇
年
で
大
き
く
増
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

増
え
方
が
尋
常
で
は
な
く
、
世
界
で
も
群
を

音音

　
日
本
の
組
織
は
、
個
人
の

能
力
を
生
か
す
の
が
下
手
で

あ
る
。
そ

の
原
因

は
、
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
「
個
」
を

見
な
い
で
、
「
全
体
」
の
た

め
に
、
「
個
」
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に

価
値
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
適
切
な
プ
ロ
セ
ス

が
実
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
納
期
を
余
し

て
終
了
し
た
担
当
者
に
、
休
む
間
も
な

く
「
悪
い
け
ど
、
Ｂ
さ
ん
の
応
援
に

回
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
指
示
が

出
る
。
Ｂ
さ
ん
は
、
仕
事
の
進
め
方
が

悪
く
、
納
期
を
一
度
遅
ら
せ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

次
か
ら
は
仕
事
の
仕
方
を
加
減
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
彼
の
能
力
は

磨
か
れ
な
い
ま
ま
「
並
」
で
終
わ
る
の

で
あ
る
。
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
拙
さ
が

「
個
」
を
殺
す
こ
と
に
な
る
。
ど
う
し

て
「
ご
褒
美
に
二
、
三
日
ゆ
っ
く
り
体

を
休
め
る
よ
う
に
」
と
言
え
な
い
の

か
。
そ
の
方
が
意
気
に
感
じ
て
「
手
伝

い
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
う
気
持
ち
に
な

る
も
の
だ
。

　
混
乱
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ

の
時
点
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
か
ら
納
期
を
達
成

で
き
る
よ
う
な
魔
法
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
彼
に
と
っ
て

「
本
意
」
で
は
な
い
。
彼
を
生
か
す
の

な
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
初
に
投
入

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
仕
様
化
や

プ
ロ
セ
ス
の
設
計
な
ど
が
適
切
だ
と
、

大
き
く
混
乱
す
る
こ
と
な
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
着
地
す
る
。

　
周
り
の
人
も
、
彼
の
優
れ
た
能
力
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
い
人
の
こ

の
よ
う
な
経
験
は
、
何
も
の
に
も
代
え

が
た
い
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
成
功
を

重
ね
る
な
か
で
、
「
上
手
く
で
き
る
方

法
」
を
形
に
す
る
機
会
も
手
に
入
れ
る

だ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
は
設
計
の
機
会
を

持
ち
な
が
ら
、
「

」
と
し
て
の
役

割
も
担
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
組
織
は
知
識
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
知
識
を
生
か
す
た
め

の
最
高
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
忠
誠
心
を

獲
得
で
き
る
」
　
　
（
Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
ガ
ー
「
歴
史
の
哲
学
」
よ
り
引

で
多
い
日
に
は
一
日
六
件
、
平
均
で
も
三
件

ほ
ど
起
き
て
い
る
。
鉄
道
は
、
時
間
通
り
の

運
行
が
売
り
物
だ
っ
た
が
、
最
近
は
、
朝
起

き
た
時
に
鉄
道
情
報
を
見
る
の
が
日
課
に

な
っ
て
い
る
。
（
注
２
）
年
間
に
し
て
一
〇

〇
〇
人
〜
一
五
〇
〇
人
の
人
が
列
車
に
飛
び

込
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
そ
し
て
、
若
者
が
仕
事
に
就
け
な
い
。
い

や
、
こ
の
時
代
に
仕
事
に
就
け
る
よ
う
な
教

育
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
時
代
錯
誤
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
押
し
付
け
て
き
た
結
果
、
や
は

り
、
時
代
か
ら
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
。
フ

リ
ー
タ
ー
は
、
好
ん
で
や
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
政
府
は
、
こ
ん
な
彼
ら
に
対
し
て
も

ま
た
「
自
己
責
任
」
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
？
　
・・
　
？

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
日
本
は
本
当
に
豊
か

な
国
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
に
は
、
思
い
や
り

の
な
い
、
薄
っ
ぺ
ら
い
国
に
見
え
る
。
「
合

法
」
の
甘
い
汁
を
吸
っ
て
い
る
輩
が
、
物
陰

で
薄
笑
い
し
て
い
る
国
に
見
え
る
。
　
■

日本は豊かな国なのか？日本は豊かな国なのか？

今月の一言

注
１
：

注
２
：


